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介
護
保
険
制
度
は
老
後
の
安
心

を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
平
成
12

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、15
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

３
年
ご
と
に
事
業
計
画
を
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
介
護
保
険

制
度
。町
で
は
平
成
27
年
３
月
、第

６
期
と
な
る「
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
」と「
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た（
以

下
、第
６
期
計
画
）。計
画
期
間
は

平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３

月
ま
で
で
す
。

　

第
６
期
計
画
の
基
本
方
針
は

「
支
え
あ
い
の
あ
る
地
域
ぐ
る
み

の
福
祉
の
推
進
」で
す
。そ
の
基
本

理
念
は
➊
人
間
性
の
尊
重
➋
自

主
・
自
立
の
確
保
と
支
援
➌
身
近

な
地
域
福
祉
の
推
進
➍
健
康
増
進

と
介
護
予
防
の
重
視
―
の
４
つ
で

す
。こ
れ
ら
を
軸
に
し
た
目
標
を

掲
げ
、施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
３
年
間
を
一

つ
の
計
画
期
間
と
し
、そ
の
間
に

必
要
な
保
険
給
付
費
を
見
込
み
な

が
ら
、そ
の
費
用
を
賄
う
た
め
の

介
護
保
険
料
を
設
定
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
運
用
は
費
用

負
担
割
合
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て

い
て
、国
・
県
・
町
に
よ
る
公
費
負

担
が
50
％
、65
歳
以
上
の
人（
第
１

号
被
保
険
者
）が
28
％
。40
〜
64
歳

の
人（
第
２
号
被
保
険
者
）が
22
％

と
、40
歳
以
上
の
全
国
民
で
支
え

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、第
６
期
計
画
の
３
年
間

に
必
要
な
介
護
保
険
料
の
算
定
を

行
っ
た
結
果
、次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

基
準
額【
月
額
】　

５
、４
０
０
円

（
※
左
ペ
ー
ジ
の
表
１
参
照
）

　

こ
の
よ
う
に
、65
歳
以
上
の
人

の
介
護
保
険
料
は
、第
５
期
保
険

料
と
比
較
し
て
上
昇
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。こ
の

要
因
と
し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

①
高
齢
者
人
口
増
加
に
伴
う
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
増
加

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床

な
ど
、施
設
整
備
に
伴
う
介
護
給

付
費
の
増
加

③
国
の
制
度
改
正
に
よ
る
65
歳
以

上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）の
負

担
割
合
の
増
加（
21
％
↓
22
％
）

　

た
だ
し
、低
所
得（
第
１
〜
３
段

階
）の
人
は
、別
枠
で
公
費
に
よ
る

保
険
料
の
軽
減
を
段
階
的
に
行
う

配
慮
を
し
て
い
ま
す
。（
※
左
ペ
ー

ジ
の
表
２
参
照
）

M o n t h l y 　 P i c k U p

介
護
保
険

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て
将
来
の
展
望
を
見
据

え
た
適
切
な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
す
る

３
か
年
計
画「
第
６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。
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■町の介護保険給付費　　   の推移

4 億 9807 万

15 億 5738 万 16 億 1500 万
（見込み）

（年額）

15年間で
3.24倍に

■町の介護給付費の財源内訳

公費
50％

65 歳以上の人
の保険料
28.0％

40 ～ 64 歳の人
の保険料
22.0％

　

第
６
期
計
画
は
、団
塊
の
世
代

が
75
歳
を
迎
え
る
平
成
37
年
度
を

見
据
え
、中
長
期
的
な
視
野
で
策

定
し
ま
し
た
。介
護
の
必
要
な
人

が
増
え
続
け
る
中
、介
護
状
態
と

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
取
り
組
み

や
、介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
地
域
で
生
活
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
の
問
題
は
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
こ
と
で
、介
護
保
険
は
社

会
全
体
で
負
担
を
分
か
ち
合
う
、

支
え
あ
い
の
制
度
で
す
。ど
の
よ

う
な
状
態
に
あ
っ
て
も
、誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
町
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

仲間との和で、ますます元気

ますます元気教室
期日　６月11日㊍から平成28年３月までの各月
　　　２～３回（申込者には年間予定表を配布します）
時間　午前10時～11時30分
会場　保健センター
内容　軽運動、認知症予防、口腔ケア、調理実習
　　　などを１年を通して行う
定員　30人（先着順）
申込方法　電話で申し込む
申込開始　５月15日㊎
申込・問合先　保健センターＧ88-5533

介護を受けずに
元気で暮らすために

み
ん
な
の
あ
ん
し
ん

表１■第1号被保険者の保険料（月額）
所得
段階 所得などの条件 割合 保険料

１

生活保護を受給している人
老齢福祉年金を受給している人で本人及び世帯
全員が町民税非課税の人
本人及び世帯全員町民税非課税で、本人の合計
所得金額と課税対象年金収入額の合計が80万
円以下の人

基準額
×
0.50

2,700円

２
本人及び世帯全員が町民税非課税で、本人の合
計所得金額と課税対象年金収入額の合計が80
万円を超え120万円以下の人

基準額
×
0.75

4,050円

３
本人及び世帯全員が町民税非課税で、本人の
合計所得金額と課税対象年金収入額の合計が
120万円を超える人

基準額
×
0.75

4,050円

４
本人が町民税非課税で、本人の合計所得金額と
課税対象年金収入額の合計が80万円以下でか
つ世帯に町民税課税者がいる人

基準額
×
0.90

4,860円

５
本人が町民税非課税で、本人の合計所得金額と
課税対象年金収入額の合計が80万円を超え、か
つ世帯に町民税課税者がいる人

（基準額）
1.00 5,400円

６ 本人が町民税課税で合計所得金額が120万円
未満の人

基準額
×
1.20

6,480円

７ 本人が町民税課税で合計所得金額が120万円
以上190万円未満の人

基準額
×
1.30

7,020円

８ 本人が町民税課税で合計所得金額が190万円
以上290万円未満の人

基準額
×
1.50

8,100円

９ 本人が町民税課税で合計所得金額が290万円
以上の人

基準額
×
1.70

9,180円

低所得者（第１～３段階）には、保険料の軽減を公費で行います。変更時期と
割合は以下のとおりです。

表２■低所得者負担割合の軽減

第一弾として市町村民税非課
税世帯のうち特に所得の低い
人が対象

消費税10％引上げ時に、市町村
民税非課税世帯全体を対象とし
て完全実施

平成27年４月から 平成29年4月から
第１段階 現行0.50 → 0.45 第１段階 　　　 0.45 → 0.30

第２段階 　現行0.75 → 0.50
第３段階 　現行0.75 → 0.70

額） ますます元気
教室の様子（昨

年度）

　　　　　    一
人じゃないか

ら続けられる

第
６
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト

介
護
給
付
費
の
負
担
割
合

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い
よ
う
に

健やかで、安心して暮らし続けられるまちを目指して

脳力アップ教室
期日　６月２日㊋から10月27日㊋で９月22日を 
　　　除く毎週火曜日
時間　午後１時30分～３時30分の間の30分程度
会場　保健センター
内容　読み書きや簡単な計算、交流会などを行う
定員　30人（先着順）
申込方法　電話で申し込む
申込開始　５月15日㊎午前９時
申込・問合先　町地域包括支援センターＧ80-9300

【教室サポーターも同時募集】
教室の運営をサポートしていただけるボラン
ティアを募集します。
定員　７人（先着順）
※未経験者でも参加していただけるように、事
　前研修会（５月26日㊋予定）があります。
申込方法　電話で申し込む
申込・問合先　町地域包括支援センターＧ80-9300

脳を刺激して、物忘れを予防

介護認定を
受けていない
65歳以上の人

役
場
健
康
福
祉
課Ｇ

47
―
５
０
２
１

問合先

■町の 65歳以上の人数と要介護認定者数の推移
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4,009

7,245

7人に 1人が
要介護認定者

12人に 1人が
要介護認定者

(人 )

65 歳以上
の人数

要介護認定者数

※要介護認定者には
　要支援認定者を
　含みます


